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問1

⑤、②、④、⓪、③、①

（番号のついた空欄や括弧を埋め、教科書のポイントを確認しよう。）

2　情報社会とその課題
社会の変遷

・・情報社会までの社会のあり方を4つの段階に分類し、それぞれについて簡潔にまとめよう。

・・人工知能（AI）が社会で活用されている例をあげてみよう。

・・これまでに技術の進展や社会の発展にともなって生じた問題と、それに対処してきた例を調べてあげてみ
よう。

情報社会の課題

・・プライバシー権とはどういうものかまとめよう。

・・知的財産権とはどういうものかまとめよう。

確認問題

1

2

・・サイバー犯罪の定義をまとめよう。

3　問題解決
問題解決とは

・・「問題」と「問題解決」の定義をまとめよう。

問題解決の流れ

・・問題解決の流れは、次の通りである。

・・実行計画を改善するプロセスのひとつに（⓯　　PDCA　　）サイクルという考え方がある。Pは計画、D
は実行、Cは評価、Aは改善をあらわす。

問題の整理と分析のための手法

・・ものごとを整理する際に互いに重複せず、漏
も

れなくするという考え方を（⓰　　MECE　　）という。また、
樹形図のようにものごとを分解・整理する手法を（⓱　　ロジックツリー　　）という。

1

2

3

練習問題

問 1　次の活動について、問題解決の正しい流れの順になるように、記号
を並べ替えなさい。

⓪⓪ 考えた解決策をもとに実行計画を立て、実行する。

①① これまでの取り組みについて情報を発信し、共有することで、次の機

会へとつなげる。

②② 問題について調査、整理・分析することで、問題の要因を探る。

③③ 実行結果を振り返り、うまくいったことと改善点を洗い出す。

④④ 分析内容をもとに解決策を考える。

⑤⑤ 理想と現実の状態を明らかにし、目標を立てる。

狩猟� 社会

狩猟や採集を生
活の基盤とする
社会。

❶ 農耕� 社会

農耕を経済活動
の基盤とする社
会。

❷ 工業� 社会

工業を経済活動
の中心とする社
会。

❸ 情報� 社会

情報通信技術の
活用で、より高度
化された社会。

❹

➡ ➡ ➡

（例）
・会話をするような形で、人間の問いに対する回答を返す。
・自動運転車のカメラを通じて周辺の状況を認識する。
・患者のX線写真などから症状を推測する。
・学習状況に応じて適切な課題を提示する。

❺

（例）
活版印刷技術により、書物が大量生産できるようになった。その際に、創作者の利益が損なわ
れるという問題が生じたため、著作権を法律で整備してきた。

❻

憲法の幸福追求権をもとに「私生活をみだりに公開されない権利」のことをいう。❼

人の知的創造活動によって生み出された財産的価値を持つ情報を知的財産といい、これを創作・
考案した人に与えられる権利を知的財産権という。

❽

コンピュータや情報通信ネットワークを悪用した犯罪をサイバー犯罪という。❾

「問題」とは理想と現実との間のギャップのことをいい、問題をよりよい形で解決することを
「問題解決」という。

❿

共有

⓮

評価

⓭

実行

⓬
解決策
の立案

⓫問題と
目標の
明確化

問題の
整理と
分析

➡ ➡ ➡ ➡ ➡
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